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　県立境港総合技術高等学校の福祉科２年
生が、授業で製作した手作りマスクを、さ
かい幸朋苑（誠道町）へ寄贈しました。
　寄贈した生徒の皆さんは、日頃からボラ
ンティア活動や施設実習等で交流もあると
いうことで、「このマスクで予防ができる
なら、たくさんの人に使ってほしい。」と
いう思いを伝えていました。
　一つ一つに生徒の優しい気持ちが込めら
れた「思いやりがありマスク」です。



投票日は投票日は７月１２日（日）７月１２日（日）
新型コロナウイルス感染症対策について
　新型コロナウイルス感染症対策として、投票所では次の

対策に取り組みます。

＜選挙管理委員会が行う感染症対策＞
◇投票所入口に手指消毒液を備え置きます。また、投票所

　内の記載台等の消毒に努めます。

◇使い捨ての鉛筆をお渡しますので投票用紙等への記載に

　ご利用ください。

※持参した鉛筆を使用することができます（ボールペンは

　不可）。

◇投票所内は適宜換気を行います。

◇投票管理者、投票立会人および事務従事者は、マスクを

　着用します。

＜有権者の皆さんにお願いする感染症対策＞
◇投票に来られる時は、マスクの着用をお願いします。

◇周りの人との距離を保っていただきますようご協力をお

　願いします。

◇帰宅後の手洗いやうがいの徹底をお願いします。

不　　　在　　　者　　　投　　　票
　指定された病院や施設に入院・入所中の人は、それぞれの病院や施設の長に申し出れば不在者投票をすることができ

ます。

　仕事などで境港市以外の市町村に滞在している場合は、投票用紙を境港市選挙管理委員会に請求して、滞在先の市町

村の選挙管理委員会で投票することができます。

　請求の手続き等、詳しくは境港市選挙管理委員会事務局にお問い合わせください。

郵便による自宅などからの不在者投票
　身体に一定の重度の障がいがあり、郵便投票証明書の交付を受けている人は、自宅などで投票用紙に記載して、郵便

で選挙管理委員会に送付することができます。詳しくは、お問い合わせください。

▼郵便による不在者投票ができる人
（１）身体障害者手帳の交付を受けている人で、以下に該当する人

◇両下肢、体幹、移動機能（１級か２級）

◇心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸（１級か３級）

◇肝臓、免疫障害（１級から３級まで）

（２）戦傷病者手帳の交付を受けている人で、以下に該当する人

◇両下肢、体幹（特別項症から第２項症まで）

◇心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸、肝臓（特別項症から第３項症まで）

（３）介護保険の被保険者証の交付を受けている人で、以下に該当する人

◇要介護状態区分「要介護５」

▼郵便投票による不在者投票の代理記載
　郵便による不在者投票ができる条件に該当する人で、さらに、次のような障がいをお持ちの人は、あらかじめ選挙管

理委員会に届け出た代理記載人に投票用紙に記入してもらうことができます。

◇身体障害者手帳の交付を受けており、上肢または視覚の障がいが１級の人

◇戦傷病者手帳の交付を受けており、上肢または視覚の障がいが特別項症から第２項症までの人

選　挙　公　報　を　ご　覧　く　だ　さ　い
　候補者の氏名、経歴、政見などを掲載した選挙公報を投票日２日前

（７月１０日）までに各世帯に郵送します。

　なお、市ホームページにも掲載します。
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境港市長選挙境港市長選挙
境港市議会議員補欠選挙境港市議会議員補欠選挙
　任期満了に伴う境港市長選挙および境港市議会議員補欠選挙を、７月１２日（日）に実施します。７月５日（日）が立候

補の届出日で、投票日前日の７月１１日（土）まで、７日間にわたって選挙運動が行なわれます。

　私たち市民にとって一番身近な選挙であり、市の将来を決める大切な選挙です。

　大切な一票を棄権することなく投票しましょう。

▼問い合わせ先　　選挙管理委員会事務局（☎４７－１０８１または１０８２）

今 回 の 選 挙 に 投 票 で き る 人
◇平成１４年７月１３日以前に生まれた人

　（満１８歳以上の人）

◇令和２年４月４日以前から市内に住民登録をして住ん

　でいる人

◇市の選挙人名簿に登録されている人 

※ただし、投票日の前日までに市外に転出した人は投票

できません。

入 場 券 の 再 交 付
　有権者の皆さんには、あらかじめ入場券を郵送します。

　入場券を無くした、または届かない場合でも、投票所

で申し出れば、入場券が再交付され投票することができ

ます。

投 票 の 順 序 と 方 法
　投票の順序は、最初に「市長選挙」、次に「市議会議

員補欠選挙」の投票を行います。

◇「市長選挙」は投票用紙（白色）に候補者の氏名を記

　入してください。

◇「市議会議員補欠選挙」は投票用紙（薄い黄色）に候

　補者の氏名を記入してください。

文字が書けない人の代理投票
　病気などの理由により自分で文字を書くことができな

い場合は、投票所で申し出てください。係員が本人に代

わって候補者の氏名を記入します。

※家族の人などが代理で記入することはできません。

商 店 や 事 業 所 の 責 任 者 へ の お 願 い
　職員や従業員の皆さんが、投票しやすいように、ご配

慮をお願いします。

投票時間は午前７時から午後８時まで
　投票日には、市内１２カ所に投票所が設けられます。

　有権者の皆さんは、入場券に記載されている投票所で

投票してください。今回の選挙では、投票所の一部を変

更します。

投票日に用事のある人は期日前投票を
　投票日に仕事や旅行などで投票所へ行けない人は、７

月６日（月）から１１日（土）までの間に期日前投票を

することができます。期日前投票の時間は、午前８時

３０分から午後８時までです。

期 日 前 投 票 所 を 変 更 し ま す
　今回の選挙では、期日前投票所を保健相談センター講

堂に変更します。

投票所名 施 設 名

第１投票所 渡小学校講堂

第２投票所 外江公民館

第３投票所 芝町会館

第４投票所 境西地区学習等供用施設（しおさい会館）

第５投票所 境小学校体育館

第６投票所 境東地区学習等供用施設（なぎさ会館）

第７投票所 上道公民館

第８投票所 中野町会館

第９投票所 老人福祉センター（浜の里）

第10投票所 誠道公民館

第11投票所 三軒屋町会館別館（あじさいホール）

第12投票所 中浜公民館集会所
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新しい生活様式の実践
▼一人ひとりでできる感染予防

◇人と人との適度な距離（約２ｍ）を空けましょう。

◇咳エチケットや手洗い、３つの密（密閉・密集・密接）を避けましょう。

◇外出時はマスクを着用しましょう。

▼感染予防にこんな工夫もあります

◇買い物

　・通販、電子決済も利用する。

　・買い物はひとりまたは少人数で、

　　人の少ない時間に。

◇食事

　・テイクアウトや出前を利用する。

　・大皿は避けて、料理は個々に。

　・食事は対面を避けて、横並びにする。

　　会話も控えめに。

◇交通機関

　・混んでいる時間を避け、車中の会話

　　は控えめに。

◇冠婚葬祭

　・大人数での会食は避ける。

　・体調不良がある場合は参加しない。

◇娯楽、スポーツ

　・公園は人の少ない時間、場所を選ぶ。

　・ジョギングは少人数で行う。

発熱・帰国者・接触者相談センターにご相談いただく目安の変更

　これまで「３７．５℃以上の発熱が４日以上続く」とした「相談・受診の目安」が変更

されました。　　　　　　　　　　　　　　　【変更後】

【変更前】　　　　　　　　　　　　　　　　

▼問い合わせ先

　発熱・帰国者・接触者相談センター（米子保健所内）　☎３１－００２９

◇３７．５℃以上の発熱が４日以上続く

◇高齢者ほか重症化リスクのある人は、

　３７．５℃以上の発熱が２日程度続く

◇息苦しさ（呼吸困難）、強いだるさ（倦

　怠感）がある

◇息苦しさ（呼吸困難）、強いだるさ（倦

　怠感）、高熱等の強い症状のいずれかが

　ある場合

◇高齢者ほか重症化リスクのある人で、発

　熱や咳などの比較的軽い風邪の症状があ

　る場合

◇上記以外の人で発熱や咳など比較的軽い

　風邪の症状が続く場合

　（症状が４日以上続く場合は必ずご相談

　ください）

テイクアウトを上手に利用しましょう
　気温が高くなるこれからの時期には、食中毒の原因となる細菌が繁殖しやすくなります。

またテイクアウトや家庭での調理機会が増えていますので、より一層食中毒予防に気を付

けて上手にテイクアウトを利用しましょう。

定期の予防接種は可能な限り予定通りに
　新型コロナウイルス感染症の感染予防のために、外出自粛する中で、予防接種を見合わ

せるケースが増えています。かかりつけ医と相談し、適切な時期に接種しましょう。

布製マスクを上手にお手入れしましょう
　布製マスクは１日１回の洗濯をお勧めしています。汚れがついたら、その都度洗濯して

ください。（布製マスク洗い方動画　https://youtu.be/AKNNZRRo74o）

消毒剤の寄贈
　新型コロナウイルス感染拡大で消毒液が不足する中、千代むすび酒造株式会社から手指消毒に代用できる高

濃度アルコール（５００ml）を１２０本、また株式会社浜田興業から次亜塩素酸水（２０L）を５０タンクと

スプレー容器を５０本寄贈いただきました。寄贈いただいた高濃度アルコール、次亜塩素酸水等は、新型コロ

ナウイルス感染拡大防止対策用として、教育・福祉施設等、さまざまな施設で活用させていただいています。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課

　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
１
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以下の通り、各種制度等があります。まずは、ご相談ください。

●市税の徴収猶予の特例

　事業等に係る収入に相当の減少があった人は、１年間無担保・延滞金なしで市税の納付を猶予

することができるようになります。特例に該当しない場合でも、他の猶予制度もあります。

▼徴収猶予の特例対象者

　①令和２年２月以降の任意の期間（１カ月以上）において、事業等に係る収入が前年同期に

　　比べて概ね２０%以上減少している者

　②一時に納税を行うことが困難である者

▼申請期限　法施行日から２カ月後、または、納期限のいずれか遅い日

▼問い合わせ先　収税課滞納整理係　☎４７―１０２０

●国民健康保険税の減免

　国民健康保険の被保険者の死亡、失業等により国民健康保険税の納付が困難になった場合は、

国民健康保険税が減免される場合があります。

▼問い合わせ先　市民課保険年金係　☎４７―１０３６

●後期高齢者医療保険料の減免

　後期高齢者医療保険の被保険者の死亡、失業等により後期高齢者医療保険料の納付が困難に

なった場合、後期高齢者医療保険料が減免される場合があります。

▼問い合わせ先　市民課保険年金係　☎４７―１０３６

●介護保険料の減免

　以下の対象者に該当する場合、減免基準により保険料が減免される場合があります。

▼減免対象者

　①世帯の主たる生計維持者が死亡、または重篤な傷病を負った第一号被保険者

　②世帯の主たる生計維持者の事業収入等の減少が見込まれ、国が定める要件に該当する第一号

　　被保険者

▼問い合わせ先　長寿社会課介護保険係　☎４７―１０３８

●保育園等の保育料・副食費の納付

　支払いが困難な事情がある人は、ご相談ください。

▼問い合わせ先　子育て支援課児童係　☎４７―１０４６

●市営住宅の使用料

　収入が減少し、家賃の支払いが困難となった場合は、「減少後の収入で家賃を再計算」する

こと等が可能です。ご相談ください。

▼問い合わせ先　建築営繕課公営住宅係　☎４７―１０５９

●公共下水道使用料の納付

　支払いが困難な事情がある人は、ご相談ください。

▼問い合わせ先　下水道課普及係　☎４７―１１１８

●水道料金および修繕工事費の納付

　一時的に水道料金および修繕工事費（水道局に修繕依頼されたものに限ります。）の支払いに

困難な事情がある人は、ご相談ください。

▼問い合わせ先　米子市水道局　営業課収納担当　☎３２―９９１７
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す
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し
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す
る
。

【
キ
ッ
チ
ン
】

◇
冷
蔵
庫
の
設
定
を
「
強
」
か
ら
「
中
」
に

　

変
え
、
も
の
を
詰
め
込
み
過
ぎ
な
い
よ
う

　

に
整
理
整
頓
に
気
を
付
け
る
。

◇
冷
蔵
庫
は
壁
か
ら
適
切
な
間
隔
を
あ
け
て

　

設
置
す
る
。

◇
冷
蔵
庫
の
扉
は
、
開
け
て
い
る
時
間
を
短

　

く
す
る
。

【
生
活
ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
て
節
電
】

◇
早
寝
早
起
き
は
、
夜
の
消
費
電
力
を
抑
え

　

る
こ
と
に
な
り
節
電
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

早
寝
早
起
き
の
健
康
的
な
生
活
ス
タ
イ
ル

　

を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

◇
食
事
や
団
ら
ん
時
な
ど
は
、
家
族
み
ん
な

　

で
一
つ
の
部
屋
に
集
ま
り
ま
し
ょ
う
。
で

　

き
る
だ
け
１
カ
所
で
生
活
す
る
こ
と
で
照

　

明
や
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
節
電
に
つ
な
が
り

　

ま
す
。

【
そ
の
他
】

◇
電
気
製
品
は
、
使
わ
な
い
時
に
は
コ
ン
セ

　

ン
ト
か
ら
プ
ラ
グ
を
抜
き
、
待
機
時
消
費

　

電
力
を
少
な
く
す
る
。

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
・
不
法
投
棄

　
　
　

は
し
な
い
・
さ
せ
な
い

　

市
内
の
公
園
、
道
路
上
、
空
き
地
な
ど
に

悪
質
な
不
法
投
棄
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

ポ
イ
捨
て
を
含
む
ご
み
の
不
法
投
棄
は
、

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
５
年
以
下
の
懲

役
ま
た
は
１
千
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら

れ
ま
す
。

　

不
法
投
棄
を
な
く
す
に
は
、
一
人
ひ
と
り

の
心
が
け
が
も
っ
と
も
大
切
に
な
り
ま
す
。

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
、
不
法
投
棄
は
絶
対
に
し

な
い
・
さ
せ
な
い
を
合
言
葉
に
ご
家
庭
で
こ

の
問
題
に
取
り
組
ん
で
み
て
は
い
か
か
で

し
ょ
う
か
。
美
し
い
地
域
そ
し
て
環
境
を
守

る
た
め
、
ご
み
は
定
め
ら
れ
た
収
集
所
へ
分

別
し
、
お
出
し
下
さ
い
。

餌
付
け
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

カ
ラ
ス
や
カ
モ
メ
な
ど
の
野
生
動
物
や
、

野
良
犬
・
猫
な
ど
の
餌
付
け
を
す
る
と
、
そ

れ
ら
の
動
物
の
ふ
ん
尿
や
鳴
き
声
、
餌
の
残

り
が
散
乱
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
で

近
所
に
大
変
迷
惑
を
か
け
ま
す
。
き
ち
ん
と

管
理
で
き
な
い
動
物
に
は
、
餌
を
与
え
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

緊
急
事
態
発
生
時
に
備
え
て

　

境
港
市
と
三
光
株
式
会
社
（
昭
和
町
）
は
、

５
月
１
日
（
金
）
に
「
緊
急
事
態
発
生
時
に

お
け
る
廃
棄
物
処
理
に
関
す
る
協
定
」
を
締

結
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
や

地
震
等
災
害
の
緊
急
事
態
が
発
生
し
、
境
港

市
内
で
発
生
し
た
一
般
廃
棄
物
を
処
理
す
る

施
設
で
の
廃
棄
物
処
理
が
著
し
く
困
難
と

な
っ
た
場
合
に
、
そ
れ
ら
廃
棄
物
の
処
理
に

つ
い
て
の
協
力
を
依
頼
す
る
も
の
で
す
。

　

三
光
株
式
会
社
は
、
境
港
市
か
ら
の
協
力

要
請
に
基
づ
き
、
同
社
の
潮
見
工
場
、
江
島

工
場
、
昭
和
工
場
の
施
設
に
て
、
可
燃
ご
み

の
焼
却
お
よ
び
不
燃
ご
み
の
破
砕
・
焼
却
の

処
理
を
実
施
し
ま
す
。

６月５日は環境の日です。

　これは、１９７２年６月５日からストックホルムで開催された「国連人間環境会議」を記念し

て定められたものです。また、環境保全の重要性を認識し行動の契機とするため、６月の１カ月

間を「環境月間」として定めています。

　　　　　　　　　　　　　　　 ▼問い合わせ先　環境衛生課環境対策係　☎４７‐１０６０

６
月
は
環
境
月
間
で
す

６
月
は
環
境
月
間
で
す
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　境港市では、令和３年度の運用開始に向け、現在の防災行政無線システムをデジタル化して更新しま

す。更新に伴い、防災行政無線での放送を屋内で聞くことができる戸別受信機を有償貸与します。

　戸別受信機の貸付を希望される人は、自治防災課まで申し込みください。

▼貸与条件

◇対象および台数

　住民基本台帳登録世帯１世帯につき１台

　市内事業所（境港市法人市民税課税台帳登録事業所）１事業所につき１台

◇貸与料　３０００円（貸与１回につき、１回限り）

　※２台目以降は、本体２万円＋外部アンテナの設置が必要な場合は、設置費等（５万円程度）負担。

　※身体障害者手帳保持者（聴覚または視覚障害）で、希望される人には無償で貸与します。

▼申し込み方法

　自治防災課（市役所本庁舎２階）や市内各公民館、

または市ホームページからダウンロードした「境

港市防災行政無線戸別受信機貸与申請書」に必要

事項を記載し提出してください（郵送も可）。

　身体障害者手帳保持者（聴覚または視覚障害）

および昨年１１月の調査で貸与を希望された人に

は、申込書を直接送付します。

▼申し込み期限

　６月３０日（火）必着

▼問い合わせ・提出先

　〒６８４－８５０１

　　境港市上道町３０００番地

　　境港市役所　自治防災課

　　☎４７－１０７１

防災行政無線（戸別受信機）を防災行政無線（戸別受信機）を
有償で貸与します有償で貸与します

【注意事項】

◇市内全域が戸別受信機内蔵アンテナでの受信が可能ですが、テレビやパソコン等電子機器の

　近くは避けて、受信状態の良い場所を選定してください。

◇高いところに置く場合は、落下にご注意ください。

◇付属の電源コードまたは、乾電池を使用し、乾電池は、定期的に交換してください。

◇戸別受信機は、第三者に譲渡、貸与または売却はできません。

◇修理や紛失した場合等の費用は、借受者の負担となります。

◇転出や不要になった場合、または、転居等、申請時の内容に変更が生じた場合は、機器を返

　却等するとともに自治防災課まで届け出が必要になります。

●寸法

　（幅）２２０mm（高）１５０mm

　（奥）７５mm（突起物を除く）

●質量　約１kg

　（乾電池、電源コードを除く）

7　令和２年６月



　覚醒剤、大麻、危険ドラッグなどの薬物の乱用は、精神

や身体に大きなダメージを与え、最悪の場合、死に至りま

す。さらに、自身の問題だけでなく、家族や友達など周囲

の人も不幸にし、ひいては社会全体に害を及ぼすものです。

　「一度だけ」のつもりでも、薬物の依存性や耐性によっ

て使用する量や回数が増え、自分の意思ではやめることが

できなくなります。

　また、大麻事犯の検挙人員は、平成２６年以降増加を続

け、令和元年は統計を取り始めて以降最多を記録しており、

特に若年層における大麻の乱用が問題となっています。

　近年、インターネット上において大麻の有害性を否定す

る情報が流され、大麻に対する警戒心の低下が懸念されま

すが、大麻は人体へ悪影響を及ぼすほか、暴力団等による

栽培事犯も検挙されるなど、大麻が犯罪組織の資金源にも

なっています。

　警察は、薬物乱用のない社会を目指して取締りを推進し

ています。地域社会全体で薬物乱用について話し合い『ダ

メ。ゼッタイ。』を合い言葉に、私たちの周りから薬物乱

用防止の輪を広げましょう。

※薬物を使用している人を知っている、薬物を持っている

　人を見たことがある、などの情報をお持ちの人は、

○最寄りの警察署、交番・駐在所

○薬物１１０番☎０８５７－２６－３７７４へご連絡を。

情報あらかると

境港警察署からのお知らせ境港警察署からのお知らせ
境港警察署　☎44－0110

薬物乱用の防止　『ダメ。ゼッタイ。』

　

昭
和
60
年
こ
ろ
各
地
区
で
地
域
誌
が

盛
ん
に
編
さ
ん
さ
れ
ま
し
た
。
「
渡
・

森
岡
ふ
る
さ
と
の
あ
ゆ
み
」
は
、
地
域

関
係
者
の
皆
さ
ん
の
熱
意
に
よ
り
、
昭

和
62
年
３
月
に
渡
公
民
館
よ
り
発
行
さ

れ
ま
し
た
。

　

昭
和
46
年
か
ら
郷
土
史
と
民
俗
研

究
を
探
求
す
る
た
め
渡
公
民
館
に
て
、

佐
々
木
謙
先
生
の
「
民
俗
と
歴
史
を
語

る
会
」
の
講
座
が
、
始
ま
り
ま
し
た
。

　

昭
和
50
年
か
ら
自
主
研
究
に
切
り
替

わ
り
、
そ
の
成
果
は
「
ば
ん
ば
さ
ん
」

と
い
う
冊
子
に
な
り
ま
し
た
。
先
人
碑

園
の
整
備
、
盆
踊
り
の
復
活
や
保
存
会

結
成
な
ど
、
こ
れ
ら
の
活
動
が
「
ふ
る

さ
と
の
あ
ゆ
み
」
と
い
う
地
域
誌
に
集

大
成
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

特
徴
的
な
部
分
を
拾
っ
て
み
る
と
、

【
渡
の
村
名
由
来
】
古
来
か
ら
浜
や
大

根
島
の
人
々
が
「
渡
」
の
地
を
通
っ
て

往
来
し
た
た
め
、
そ
の
名
が
定
着
し
た

と
伝
え
ら
れ
る
。

【
県
下
初
の
村
会
】
渡
村
は
民
費
徴
収
、

教
育
、
備
荒
貯
蓄
に
つ
い
て
、
明
治
政

府
の
町
村
会
法
制
定
よ
り
２
年
も
早
く

地
方
自
治
に
取
り
組
ん
だ
。

【
養
蚕
業
の
隆
盛
】
大
正
時
代
前
半
、

繭
の
価
格
が
高
騰
、
蚕
糸
業
が
盛
ん
と

な
り
製
糸
工
場
も
何
軒
も
建
っ
た
。

【
神
門
踊
り
】
森
岡
で
昔
か
ら
踊
ら
れ

て
い
る
神
門
踊
り
は
、
弓
浜
地
方
で
綿

づ
く
り
が
盛
ん
で
あ
っ
た
江
戸
時
代
、

出
雲
の
神
門
地
方
か
ら
綿
作
り
の
出
稼

ぎ
に
く
る
娘
た
ち
が
踊
り
広
め
た
と
伝

え
ら
れ
る
。

【
方
言
】
浜
弁
は
内
浜
と
外
浜
、
ま
た

地
域
に
よ
っ
て
違
い
が
見
ら
れ
る
。
渡

村
の
草
分
け
と
言
わ
れ
る
３
家
は
尼
子

滅
亡
後
、
出
雲
地
方
か
ら
移
住
し
て
き

た
と
伝
え
ら
れ
、
そ
の
後
も
交
流
が
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
渡
弁
と
出
雲
弁
に
は

多
く
の
共
通
点
が
見
ら
れ
る
。

【
伝
承
と
伝
説
】
後
醍
醐
天
皇
御
一
行

は
安
来
の
港
か
ら
船
で
隠
岐
に
向
か
わ

れ
た
。
渡
の
港
に
て
休
憩
を
取
ら
れ
た

こ
と
が
お
供
の
記
録
に
残
さ
れ
「
八
杉

の
津
よ
り
渡
の
津
を
経
て
三
保
関
ま
で

云
々
」
と
あ
る
。

※
郷
土
史
料
と
し
て
、
渡
辺
竹
処
文
庫
、

　

渡
公
民
館
所
蔵
文
書
（
役
場
系
）
、

　

渡
村
郷
土
誌
各
種
（
写
）
、
各
種
絵

　

図
（
写
）
な
ど
多
数
が
保
存
さ
れ
て

　

い
ま
す
。

　
　
　
　
　

編
集
【
市
史
編
さ
ん
室
】

境
港
史
話
『
温
故
知
新
』（

境
港
史
話
『
温
故
知
新
』（
3535
））　

　

〜

　

〜
郷
土
史
料
①
渡
・
森
岡
地
区

郷
土
史
料
①
渡
・
森
岡
地
区
〜〜

　こんにちは！地域おこし協力隊の仲里です。

　今回は、先月立ち上げたばかりの「伯州綿のWEBサ

イト」をご紹介します。サイトの運営主体は一般財団法

人境港市農業公社ですが、私も企画や運営に加わってい

ます。

　以前からブログやフェイスブックでも伯州綿の情報を

発信しておりますが、これらは特定のテーマで情報を得

たいと思った時に、情報が散在しているため、目的の情

報にアクセスしにくい面があります。

　テーマ毎に情報が整理されたWEBサイトがあれば、

情報の集約が進み、すべての人がいつでも目的の情報に

アクセスしやすくなるなど、情報発信の質を向上させる

ことができます。

　現在、掲載している情報は、「伯州綿の概略と歴史」「境

港市の取組」「製品紹介」といった内容ですが、今後「栽

培」「製品づくりの現場」「弓浜絣との関わり」など、順

次内容を追加していく予定です。

　このサイトを「伯州綿のデータバンク」として充実さ

せ、ブログやフェイスブックと違った形で、伯州綿を全

国にＰＲしていきたいと思います！

「伯州綿のWEBサイト」（一般財団法人境港市農業公社）

　■ http://hakushu-cotton-sakaiminato.jp

地域おこし協力隊員だより
農政課農業振興係　☎47－ 1049

地域地域

伯州綿

Web

伯州浜ノ目絵図（渡村付近）
（鳥取県立博物館）
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情報あらかると

消費生活相談室　☎47－ 1106 FAX 44－ 7957

216消費生活相談室です消費生活相談室です
地域振興課人権政策室　☎47－ 1102

みんなで拓く人権文化みんなで拓く人権文化 202

　インターネットは、私たちの生活を豊かにする便利

な道具ですが、名前や顔を知られずに情報を発信する

ことができるため、多くの問題も発生しています。

　プライバシーの暴露や誹謗中傷の書き込み、差別表

現、ネットいじめ、嫌がらせメール等、「人権」を無

視したり、軽視したりする事案など様々です。インタ

ーネットの利用方法を間違えたり、悪意を持って使っ

たりすると「凶器」にもなりかねません。

　未知のウイルスへの「不安・恐れ」から、新型コロ

ナウイルス感染者やその家族、医療従事者等への「差

別・偏見」が生じています。これらを断ち切るには、

不確かな情報に振り回されず、事態に対応しているす

べての人に「敬意・感謝」の気持ちを持つことです。

　インターネットを利用する上で「人権」について考

えることは、豊かな日常生活を安心して安全に過ごす

ために、とても大切で必要なことです。

　あなたは、大丈夫ですか？

　毎年６月には、「歯と口の健康週間」が開催されます。

今年のテーマは「咲かそうよ　笑顔の花を　歯みがき

で」です。歯と口は、健康に生きていく力を支えるも

のであり、歯の病気である「むし歯」や「歯周病」を

予防し、口の健康を保つことが大切です。歯と口の健

康をこころがけましょう。

　市では、成人歯科検診（歯周病検診）を行います。

成人期以降の歯を喪失する最も大きな原因となる歯周

病を予防するために、４０歳・５０歳・６０歳・７０

歳のふしめ年齢を対象に行い、期間は８月から来年２

月末までを予定しています。対象者には、7月中旬に

はがきでご案内しますので、ぜひ受診をしてください。

　生涯にわたり自分の歯でおいしく食べることで、健

康で長生きすることができます。正しい生活習慣をこ

ころがけ、歯磨き等のセルフケアを行うとともに、定

期的に歯科検診も受けるようにしましょう。

▼問い合わせ先
　健康推進課　☎４７－１０４２

保健師の
　　  ちょっと一言
歯と口の健康づくりに取り組みましょう

あなたは大丈夫ですか？
～インターネット社会と人権～

　新型コロナウイルス感染症に関する特別定額給付金に

関連した相談が、全国の消費生活センターに寄せられて

いるとして、独立行政法人国民生活センターが注意を促

しています。

【特別定額給付金に関連した相談事例】

◇特別定額給付金の代理申請業務を行う団体を名乗る者

　から電話がかかり、「手数料はかかるが、氏名、住所、

　電話番号、振込口座を教えてくれれば一日も早く困っ

　た人に給付できる」と言われた。

◇若い男性の声で「特別定額給付金はマイナンバーカー

　ドを持っていれば早期に振り込まれるが、マイナンバ

　ーカードを作るのには1カ月かかる。より早く手元

　に給付金を届けるために申請代行をする」との電話が

　あったが、2～3万円の手数料がかかるという。

【アドバイス】

◇給付金の手続きに関して、行政から委託されたという

　業者などからの電話や訪問、心当たりのない送信元か

　らのメール・ＳＭＳなどには反応せず、個人情報は絶

　対に教えないようにしましょう。

◇また、手続きに関して、行政や金融機関の職員が訪問

　し、通帳やキャッシュカードを預かったり、電話やメ

　ール・ＳＭＳで個人情報や暗証番号を聞き出したりす

　ることは絶対にありません。

◇今後、新たな手口の勧誘が行われる可能性があります。

　少しでもおかしいと感じたら早めにご相談ください。

▼相談受付時間
　毎週月～金曜日

　午前９時～正午、午後１時～４時

特別定額給付金に関する
トラブルにご注意ください

9　令和２年６月
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ  

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

　

感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
掲

　

載
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
等

　

が
中
止
や
延
期
と
な
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
。
詳
し
く
は
記
載
の
問
い

　

合
わ
せ
先
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

休
日
交
付
窓
口
の
開
設

　

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人

番
号
カ
ー
ド
）」
の
交
付
お
よ
び
電

子
証
明
の
更
新
を
日
曜
日
に
行
い
ま

す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
さ

れ
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
受
け
取
り
に

つ
い
て
（
お
知
ら
せ
）」
が
届
い
た

人
は
、
同
封
の
「
個
人
番
号
カ
ー
ド

交
付
・
電
子
証
明
書
発
行
通
知
書
兼

照
会
書
」
と
「
通
知
カ
ー
ド
」
お
よ

び
本
人
確
認
書
類
（
身
分
証
明
書
）

等
の
必
要
書
類
を
お
持
ち
に
な
り
、

申
請
さ
れ
た
ご
本
人
自
身
が
受
け
取

り
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
電
子
証
明
の
更
新
も
行
い

ま
す
。

▼
と　

き　

６
月
21
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

▼
と
こ
ろ　

市
民
課
窓
口

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
市
民
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
３
３

６
月
市
議
会
を
開
催

▼
議
会
日
程

▼
本
会
議
の
放
送

　

中
海
テ
レ
ビ
放
送
で
放
映
し
て
い

ま
す
。
各
公
民
館
で
も
、
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

◇
生
放
送

　

午
前
10
時
か
ら
議
会
終
了
ま
で

※
10
日
（
水
）
は
午
後
１
時
30
分
〜

◇
録
画
放
送

　

当
日
の
午
後
７
時
か
ら
深
夜
２
時

ま
で
の
間
、繰
り
返
し
放
送
し
ま
す
。

※
放
送
時
間
は
、
変
更
に
な
る
こ
と

　

が
あ
り
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◇
放
送
チ
ャ
ン
ネ
ル

　

３
３
５
チ
ャ
ン
ネ
ル

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

議
会
事
務
局
議
事
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
９
８

医
療
費
通
知
の
送
付
予
定

　

国
民
健
康
保
険
で
は
、
自
分
の
受

診
の
状
況
を
確
認
し
、
健
康
や
医
療

に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
に
「
医
療
費
に
つ
い
て
の
お
知

ら
せ
」
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

▼
今
年
度
の
送
付
予
定

◇
１
〜
３
月
診
療
分　

７
月
上
旬

◇
４
〜
７
月
診
療
分　

11
月
上
旬

◇
８
〜
10
月
診
療
分　

２
月
上
旬

◇
11
・
12
月
診
療
分　

３
月
上
旬

▼
注
意
点

◇
送
付
の
時
期
は
、
予
告
な
く
変
更

　

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
再
発
行
は
で
き
ま
せ
ん
。

◇
確
定
申
告
の
医
療
費
控
除
に
利
用

　

で
き
ま
す
が
、
11
〜
12
月
診
療
分

　

は
、
送
付
が
３
月
上
旬
で
す
。

◇
お
知
ら
せ
の
送
付
先
を
変
更
し
た

　

い
場
合
な
ど
は
、
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
保
険
年
金
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
３
６

後
期
高
齢
者
医
療
歯
科

健
康
診
査
（
口
腔
健
診
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者

を
対
象
に
、
歯
・
歯
肉
の
状
態
や
口

の
中
の
清
掃
状
態
等
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
歯
科
健
康
診
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

口
腔
機
能
の
低
下
や
、
肺
炎
等
の

疾
病
を
予
防
す
る
た
め
に
年
に
一
度

は
口
腔
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
健
診
の
流
れ

①
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
ま
た

　

は
市
民
課
保
険
年
金
係
に
申
し
込

　

む
。

②
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら

　

受
診
券
・
問
診
票
・
受
診
で
き
る

　

歯
科
医
院
一
覧
等
が
、
送
付
さ
れ

　

る
。

③
送
付
さ
れ
た
歯
科
医
院
一
覧
の
中

　

か
ら
希
望
す
る
歯
科
医
院
へ
申
し

　

込
み
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

　

者
証
、
受
診
券
・
問
診
票
を
持
参

　

し
て
健
診
を
受
け
る
。

▼
健
診
内
容　

問
診
・
噛
む
力
や
飲

み
込
み
の
力
の
確
認
・
舌
の
動
き
の

確
認
・
歯
や
歯
肉
の
状
態
の
確
認

▼
受
診
費
用

　

健
診
自
体
は
無
料
で
す
が
、
そ
の

後
に
治
療
行
為
が
行
わ
れ
る
場
合
は

有
料
と
な
り
ま
す
の
で
、
十
分
な
説

明
を
受
け
、
納
得
の
上
で
治
療
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
診
期
間　

６
月
１
日
（
月
）
〜

来
年
１
月
31
日
（
日
）

※
健
診
は
、
同
じ
年
度
内
に
１
回
の

　

み
受
診
で
き
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

　

関
す
る
緊
急
事
態
宣
言
等
が
出
さ

　

れ
て
い
る
場
合
、
そ
の
期
間
は
受

　

診
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

◇
鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合　

☎
０
８
５
８
‐
32
‐
１
０
９
５

◇
市
民
課
保
険
年
金
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
３
６

有　

料　

広　

告
      
     

６月10日（水） 全員協議会
本会議　◇議案上程

15日（月） 本会議　◇一般質問

16日（火） 本会議　◇一般質問

17日（水） 本会議　◇一般質問
会　　　◇請願陳情上程

　18日（木）
～23日（火）

　常任委員会
　※２０・２１日は休会

24日（水） 　特別委員会　　　　

26日（金） 本会議　◇各委員長報告

市報さかいみなと　10
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難
病
に
よ
る
医
療
費

助
成
を
受
け
て
い
る
人
へ

　

市
で
は
、
災
害
時
に
自
力
で
避
難

す
る
こ
と
が
困
難
な
人
に
対
し
、
災

害
時
の
避
難
等
の
手
助
け
が
地
域
の

中
で
素
早
く
、
安
全
に
行
わ
れ
る
体

制
を
整
え
る
た
め
、
対
象
者
の
把
握

と
と
も
に
台
帳
の
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
対
象
者
に

該
当
さ
れ
る
場
合
に
は
、
台
帳
作
成

に
必
要
な
書
類
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

　

在
宅
で
生
活
中
の
難
病
に
よ
る
医

療
費
助
成
受
給
者
で
、
災
害
時
に
自

力
で
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な
人

▼
期　

限　

６
月
19
日
（
金
）

▼
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
保
健
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
２

農
業
委
員
会
情
報

【
農
地
や
用
水
路
へ
の
不
法
投
棄
】

　

市
内
の
農
地
や
用
水
路
等
へ
、
家

電
や
家
庭
ゴ
ミ
等
の
不
法
投
棄
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
不
法
投
棄
と
は
、

廃
棄
物
を
適
正
に
処
理
せ
ず
、
み
だ

り
に
農
地
（
自
ら
の
土
地
を
含
む
）

や
用
水
路
等
に
捨
て
る
行
為
で
す
。

空
き
缶
、
た
ば
こ
の
吸
殻
な
ど
軽
微

な
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
も
不
法
投
棄
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
行
為
は
農
地

利
用
の
妨
げ
と
な
っ
た
り
、
水
路
が

詰
ま
る
等
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で

絶
対
に
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
不
法
投
棄
の
多
く
は
荒
廃

地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
土
地
所
有

者
は
荒
廃
地
に
な
ら
な
い
よ
う
草
を

刈
る
等
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局（
農
政
課
内
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
５
３

草
刈
機
等
の
貸
し
出
し

　

自
治
会
の
管
理
地
な
ど
、
市
内
に

あ
る
公
共
的
な
土
地
を
適
正
に
管
理

し
よ
う
と
す
る
団
体
等
に
、
草
刈
用

の
機
械
を
無
償
（
機
械
の
使
用
に
伴

う
燃
料
代
、運
搬
費
は
使
用
者
負
担
）

で
貸
し
出
し
ま
す
。

※
営
利
目
的
で
の
使
用
は
対
象
外

▼
貸
し
出
し
機
械

　

刈
払
機
、
ヘ
ッ
ジ
ト
リ
マ
ー
、
自

走
式
草
刈
機
、
乗
用
型
草
刈
機
（
車

載
用
ス
ロ
ー
プ
等
も
貸
し
出
し
可
）

▼
使
用
申
し
込
み

　

使
用
の
５
日
前
ま
で
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
整
備
課
都
市
政
策
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
６
６

空
家
の
適
正
管
理

　

空
家
と
な
っ
た
建
物
等
が
管
理
さ

れ
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
、
倒
壊

な
ど
に
よ
り
周
辺
に
深
刻
な
被
害
を

及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

危
険
な
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、

空
家
の
適
正
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
】

　

市
で
は
、
空
家
の
利
活
用
を
図
る

た
め
、
空
き
家
物
件
の
情
報
を
収
集

し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
情
報

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
へ
の
登
録
な

ど
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
空
家
管
理
業
務
】

　

境
港
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
は
、
空
家
な
ど
の
所
有
者
等
か
ら

の
依
頼
に
よ
り
、
次
の
業
務
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
料
金
な
ど
の
詳
細
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
空
家
の
状
況
確
認

◇
敷
地
内
の
除
草
、
清
掃

◇
敷
地
内
の
樹
木
剪
定

◇
敷
地
内
の
庭
掃
除

◇
空
家
等
の
小
修
繕

◇
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
受
託

　

で
き
る
一
般
作
業
、
一
般
管
理

【
空
家
等
対
策
計
画
】

　

市
で
は
、
空
家
対
策
を
効
果
的
に

推
進
す
る
た
め
、「
境
港
市
空
家
等

対
策
計
画
」
を
３
月
に
策
定
し
ま
し

た
。計
画
の
詳
細
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
空
家
全
般
に
つ
い
て

　

都
市
整
備
課
都
市
政
策
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
６
６

◇
空
家
管
理
業
務
に
つ
い
て

　

境
港
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
４
５
４
０

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

【
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
イ
】

　

女
性
の
入
館
者
は
割
引

▼
と　

き　

毎
月
第
2
・
3
月
曜
日

◇
大
人
５
２
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
６
０
円
↓
１
０
０
円

【
シ
ル
バ
ー
デ
イ
】

　

65
歳
以
上
の
入
館
者
は
割
引

▼
と　

き　

毎
月
第
2
・
3
月
曜
日

◇
65
歳
以
上
５
２
０
円
↓
３
０
０
円

◇
70
歳
以
上
３
１
０
円
↓
３
０
０
円

【
そ
の
他
の
各
種
割
引
】

▼
時
間
帯
割
引

　

正
午
ま
で
の
入
館
女
性
は
割
引

◇
大
人
５
２
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
６
０
円
↓
１
０
０
円

▼
家
族
割
引

　

家
族
連
れ
の
小
・
中
学
生
は
割
引

◇
小
中
学
生
２
６
０
円
↓
１
０
０
円

▼
誕
生
日
割
引

　

誕
生
日
の
人
は
入
浴
料
が
無
料

　

（
要
証
明
）

【
薬
湯
の
日
】

◇
女
湯　

毎
週
月
曜
日

◇
男
湯　

毎
週
水
曜
日

【
修
繕
工
事
に
伴
う
お
知
ら
せ
】

　

現
在
、
修
繕
工
事
中
の
た
め
、
男

女
ど
ち
ら
か
の
み
の
営
業
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

工
事
完
了
日
は
未
定
で
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
４
０
６
０

有　

料　

広　

告

11　令和２年６月



informationinformation

男
女
共
同
参
画
週
間

　

性
別
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
そ

れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き

る
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

一
人
一
人
の
意
識
改
革
と
実
践
も
必

要
で
す
。
男
女
の
協
力
関
係
を
こ
の

機
会
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
実
施
期
間

　

６
月
23
日
（
火
）
〜
29
日
（
月
）

【
今
年
度
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
】

◇
そ
っ
か
。
い
い
人
生
は
、
い
い
時

　

間
の
使
い
方
な
ん
だ
。

◇
ワ
ク
ワ
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

　
　
　

(

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局)

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課
人
権
政
策
室

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
１
０
２

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
任
命

　

境
港
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
は
、

「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
」
に
基
づ
い
て

教
育
委
員
会
よ
り
委
嘱
さ
れ
、
市
民

に
対
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
指

導
・
助
言
を
行
い
、
ま
た
、
ス
ポ
ー

ツ
推
進
の
た
め
の
事
業
実
施
に
係
る

連
絡
調
整
お
よ
び
、
地
域
に
お
け
る

企
画
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て

の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
21
名
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

が
各
地
区
で
活
動
し
て
お
り
、
委
員

相
互
の
連
携
と
資
質
向
上
を
図
る
た

め
、
境
港
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協

議
会
を
組
織
し
て
い
ま
す
。

【
境
港
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
】

▼
境
地
区　

阿
部
貴
志
・
景
山
収
・

角
英
幸

▼
上
道
地
区　

岡
田
善
和
・
駒
井
朋

子
・
坂
本
浩
太
郎

▼
余
子
地
区　

鶴
田
肇
・
大
道
優
子

・
池
渕
佳
代
子

▼
誠
道
地
区　

藤
本
晋
也
・
本
池
康

憲
・
岩
本
信
二

▼
中
浜
地
区　

徳
永
由
樹
・
岩
本
清

隆
・
吉
井
巧

▼
渡
地
区　

渡
辺
寿
春
・
増
岡
茂
・

松
本
直
樹

▼
外
江
地
区　

里
見
収
・
伊
藤
千
代

香
・
松
本
真
弓

※
５
月
１
日
現
在

▼
任
期　

令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で

【
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
活
動
】

▼
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
の
推
進
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

市
民
運
動
会
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大

会
ほ
か

▼
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
た
め
の
事
業
の

企
画
・
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

　

体
力
テ
ス
ト
、
ふ
ら
ば
ー
る
バ
ー

ボ
ー
ル
大
会
、
各
種
講
習
会
ほ
か

▼
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
た
め
に
市
が
行

う
事
業
に
参
画
し
て
い
ま
す
。

　

鬼
太
郎
カ
ッ
プ
境
港
駅
伝
、
高
校

駅
伝
ほ
か

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
文
化
体
育
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
９
３

事
業
主
の
皆
様
へ

労
働
保
険
「
年
度
更
新
」

手
続
き
の
お
願
い

　

労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続
き
の

時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
年
度
更
新
で
は
、
昨
年
度

の
確
定
保
険
料
お
よ
び
今
年
度
の
概

算
保
険
料
な
ら
び
に
石
綿
健
康
被
害

救
済
法
に
基
づ
く
一
般
拠
出
金
の
申

告
・
納
付
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
６
月
１
日
（
月
）
か
ら
７
月
10

日
（
金
）
ま
で
の
間
に
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

申
告
書
は
、
期
間
中
、
電
子
申
請

の
ほ
か
、
県
内
各
所
に
設
け
る
集
合

受
付
会
場
、鳥
取
労
働
局（
郵
送
可
）、

最
寄
り
の
金
融
機
関
・
郵
便
局
等
で

受
け
付
け
し
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感

　

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
集
合
受
付

　

を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

電
子
申
請
・
郵
送
で
の
申
告
を
積

　

極
的
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
集
合
受
付

◇
と　

き

　

６
月
17
日
（
水
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

◇
と
こ
ろ

　

境
港
商
工
会
議
所　

展
示
室

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　
　

☎
０
８
５
７
‐
29
‐
１
７
０
２

自
衛
官
採
用
制
度
説
明
会

　

令
和
２
年
度
自
衛
官
採
用
制
度
保

護
者
向
け
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と　

き　

６
月
15
日
（
月
）
午
後

５
時
〜
７
時

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
健

康
相
談
室

▼
対　

象　

自
衛
隊
に
興
味
の
あ
る

人
の
保
護
者
（
予
約
、参
加
料
不
要
）

▼
内　

容　

自
衛
官
採
用
制
度
や
待

遇
に
つ
い
て
の
説
明

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感

　

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
状
況
に
よ

　

り
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
際
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お

　

知
ら
せ
し
ま
す
。

※
自
衛
隊
鳥
取
地
方
協
力
本
部
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ

■h
ttp
s://w

w
w
.m
o
d
.g
o
.jp
/p
c

o
/to
tto
ri/

▼
問
い
合
わ
せ
先　

　

自
衛
隊
米
子
地
域
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　

☎
33
‐
２
４
４
０

有　

料　

広　

告

Web

市報さかいみなと　12



informationinformation

自
動
車
事
故
被
害
者

救
済
制
度

　

国
土
交
通
省
お
よ
び
独
立
行
政
法

人
自
動
車
事
故
対
策
機
構
で
は
、
自

動
車
事
故
を
原
因
と
し
て
介
護
を
必

要
と
す
る
重
度
後
遺
障
が
い
者
と
そ

の
家
族
の
、
経
済
的
・
精
神
的
負
担

の
軽
減
を
図
る
た
め
に
次
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

【
国
土
交
通
省
】

◇
短
期
入
院
・
短
期
入
所
協
力
事
業

◇
介
護
者
な
き
後
に
備
え
る
た
め
の

　

情
報
提
供

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

国
土
交
通
省
自
動
車
局
保
証
制
度

参
事
官
室

　
　

☎
03
‐
５
２
５
３
‐
８
１
１
１

　
　
　
　
　

（
内
線　

４
１
４
１
８
）

■h
ttp
://w
w
w
.m
lit.g
o
.jp
/jid
o

sh
a
/a
n
ze
n
/0
4
re
lie
f/a
c
c
id
e

n
t/a
fte
re
ffe
c
t.h
tm
l

【
自
動
車
事
故
対
策
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｓ

Ｖ
Ａ
）】

◇
介
護
料
の
支
給

◇
短
期
入
院
・
短
期
入
所
費
用
助
成

※
対
象　

介
護
料
受
給
者

◇
介
護
相
談
・
訪
問
支
援

◇
療
護
施
設
の
設
置
・
運
営

◇
交
通
遺
児
等
貸
付
制
度

◇
介
護
者
亡
き
後
に
備
え
る
た
め
の

　

情
報
提
供
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ
先　

　

自
動
車
事
故
対
策
機
構
鳥
取
支
所

　

☎
０
８
５
７
‐
24
‐
０
８
０
２

■h
ttp
://w
w
w
.n
a
sv
a
.g
o
.jp
/

sa
sa
e
ru
/in
d
e
x
.h
tm
l

【
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
交
通
事
故
被
害
者

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
】

　

全
国
の
交
通
事
故
被
害
者
お
よ
び

そ
の
家
族
等
へ
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
の
支

援
制
度
や
相
談
先
に
お
困
り
の
場
合

に
は
、
各
種
相
談
窓
口
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

▼
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
電
話
番
号

　

☎
０
５
７
０
‐
０
０
０
７
３
８

県
総
合
情
報
誌
『
と
っ
と
り

Ｎ
Ｏ
Ｗ
』
１
２
６
号
発
売
中

　

自
然
豊
か
な
鳥
取
県
に
は
、
体
験

で
き
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
満
載
。

巻
頭
特
集
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
験

を
通
じ
て
魅
力
を
紹
介
し
、
オ
ト
ナ

の
休
日
を
提
案
し
ま
す
。特
集
で
は
、

鳥
取
市
気
高
町
の
浜
村
地
区
を
拠
点

に
、
地
域
に
根
ざ
し
た
映
画
を
作
り

続
け
る
ア
ー
ト
団
体「
こ
と
る
り
舎
」

の
取
り
組
み
を
追
い
ま
し
た
。

▼
取
扱
場
所　

県
内
書
店
ほ
か

▼
定
価
（
税
込
）　

３
１
５
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
広
報
連
絡
協
議
会

　
　

☎
０
８
５
７
‐
26
‐
７
０
８
６

■h
ttp
s://w

w
w
.ko
u
h
o
u
re
n
.jp
/

境
港
市
障
が
い
児
者

プ
ラ
ン
策
定
・
評
価
委
員

　

市
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
安

心
し
て
地
域
で
暮
ら
せ
る
共
生
社
会

の
実
現
を
目
指
し
て
、「
障
害
福
祉

計
画
」
お
よ
び
「
障
害
児
福
祉
計
画
」

を
策
定
し
て
い
ま
す
。
次
期
計
画
の

策
定
に
あ
た
り
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
反
映
す
る
た
め
、
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

▼
応
募
資
格

　

市
内
在
住
の
満
18
歳
以
上
で
、
障

が
い
福
祉
に
関
心
が
あ
る
人

▼
募
集
人
数　

２
人

▼
任　

期　

令
和
２
年
８
月
１
日
〜

５
年
３
月
31
日

▼
会
議
開
催　

４
回

▼
応
募
方
法

　

「
障
が
い
の
あ
る
方
が
地
域
で
暮

ら
せ
る
社
会
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

４
０
０
字
程
度
の
作
文
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。（
住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
、
電
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ

さ
い
。）

※
選
考
の
上
、
決
定
し
ま
す
。

▼
応
募
期
限

　

６
月
26
日
（
金
）（
必
着
）

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

福
祉
課
福
祉
係
☎
47
‐
１
１
２
１

　
　
　
　
　
　
　

■
42
‐
５
９
８
７

職
業
訓
練
受
講
生

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
求
職
者
支
援

訓
練
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
訓
練
科

①
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
Ｎ
Ｃ
加
工
技
術
科
（
６

　

カ
月
訓
練
）

②
就
活
力
向
上
講
習
付
産
業
技
術
科

　

（
７
カ
月
訓
練
）

▼
定　

員　

①
15
名　

②
５
名

▼
訓
練
期
間

①
８
月
４
日
（
火
）
〜
来
年
２
月
１

　

日
（
月
）

②
８
月
４
日
（
火
）
〜
来
年
２
月
26

　

日
（
金
）

▼
募
集
期
間

　

６
月
12
日（
金
）〜
７
月
９
日（
木
）

▼
入
所
資
格　

求
職
中
の
人

▼
受
講
料　

無
料
（
実
費
が
別
途
必

要
）

▼
見
学
会
日
程

　

６
月
18
日
（
木
）、
７
月
８
日
（
水
）

▼
体
験
会
日
程　

６
月
24
日
（
水
）

▼
参　

考　

雇
用
保
険
受
給
者
で
諸

条
件
を
満
た
す
人
は
、
訓
練
最
終
日

ま
で
受
給
期
間
が
延
長
さ
れ
ま
す
。

　

雇
用
保
険
受
給
者
以
外
は
、
一
定

の
条
件
を
満
た
せ
ば
、
職
業
訓
練
受

講
給
付
金
を
受
給
し
な
が
ら
受
講
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
子

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー　

訓
練
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
27
‐
５
１
１
５

募募 
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全
国
戦
没
者
追
悼
式
参
列
者

　

政
府
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
る
全

国
戦
没
者
追
悼
式
が
、
８
月
15
日

（
土
）
に
日
本
武
道
館
に
お
い
て
執

り
行
わ
れ
ま
す
。
本
式
典
に
参
列
希

望
の
ご
遺
族
を
募
集
し
ま
す
。

　

参
加
費
用
と
し
て
２
万
円
程
度
の

自
己
負
担
が
生
じ
ま
す
。

※
応
募
者
数
が
参
列
者
数
の
枠
を
超

　

え
た
場
合
、
県
に
お
い
て
選
考
さ

　

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

　

影
響
に
よ
り
規
模
が
縮
小
ま
た
は

　

中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

　

で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

　

軍
人･

軍
属
等
の
遺
族
の
う
ち
、

原
則
と
し
て
こ
れ
ま
で
式
典
に
参
加

し
た
こ
と
の
な
い
人

▼
申
込
期
限　

６
月
18
日
（
木
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
生
活
支
援
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
７

点
訳
・
朗
読
（
音
訳
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
習
会

　

視
覚
障
が
い
者
が
利
用
す
る
点
字

図
書
お
よ
び
録
音
図
書
の
製
作
に
従

事
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講
習

会
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
コ
ー
ス　

点
訳
コ
ー
ス
、朗
読（
音

訳
）
コ
ー
ス

※
基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き

　

る
人
で
、
講
習
終
了
後
に
継
続
し

　

て
活
動
が
で
き
る
人
を
対
象
と
し

　

ま
す
。

▼
受
講
料

　

無
料
（
実
費
が
別
途
必
要
）

▼
定　

員　

各
コ
ー
ス
10
名

▼
講
習
会
日
程

◇
点
訳
コ
ー
ス

　

７
〜
12
月
（
全
20
回
）

◇
朗
読
（
音
訳
）
コ
ー
ス

　

７
〜
11
月
（
全
16
回
）

※
両
コ
ー
ス
と
も
、
お
お
む
ね
毎
週

　

木
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３

　

時
30
分

▼
と
こ
ろ　

ヴ
ィ
レ
ス
テ
ひ
え
づ

（
西
伯
郡
日
吉
津
村
日
吉
津
９
３
０

番
地
）、
鳥
取
県
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
点

字
図
書
館
ほ
か

▼
申
し
込
み
方
法　

受
講
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
郵
送
・

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
電
子
メ
ー
ル
い
ず

れ
か
の
方
法
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
受
講
申
込
書
は
、
問
い
合
わ
せ
先

へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。）

▼
申
込
期
限

　

６
月
30
日
（
火
）（
必
着
）

※
７
月
９
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分

　

か
ら
鳥
取
県
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
点
字

　

図
書
館
で
、
受
講
申
込
者
を
対
象

　

と
し
た
説
明
会
開
催
し
ま
す
。
受

　

講
申
込
者
は
必
ず
出
席
し
て
く
だ

　

さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

鳥
取
県
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
点
字
図
書
館

　

〒
６
８
３
‐
０
０
０
１

　

米
子
市
皆
生
温
泉
三
丁
目
18
‐
３

　

米
子
市
皆
生
市
民
プ
ー
ル
管
理
棟

２
階

　
　
　
　
　
　
　

☎
22
‐
７
６
５
５

　
　
　
　
　
　
　

■
22
‐
７
６
８
８

■s-se
n
ta
@
to
tto
ri-lig

h
th
o
u

se
.o
r.jp

納
税
相
談

　

災
害
、
病
気
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

や
む
を
得
ず
納
期
限
ま
で
に
市
税
を

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

猶
予
制
度
（
分
割
納
付
、
徴
収
猶
予
、

差
押
財
産
の
換
価
の
猶
予
）
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
夜
間
の
納
税
相
談
】

　

平
日
の
昼
間
に
仕
事
な
ど
で
、
市

税
の
納
付
や
相
談
に
来
ら
れ
な
い
人

は
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

６
月
30
日
（
火
）

　
　
　
　
　

７
月
31
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
５
時
15
分
〜
８
時

▼
と
こ
ろ　

収
税
課
窓
口

▼
取
り
扱
い
税
目

　

個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税

※
納
税
通
知
書
等
を
紛
失
し
、
納
め

　

る
金
額
が
わ
か
ら
な
い
人
は
あ
ら

　

か
じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

収
税
課
滞
納
整
理
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
０

全
国
一
斉
労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

連
合
鳥
取
で
は
「
全
国
一
斉
労
働

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
開
設
し
、
雇
用

形
態
に
か
か
わ
ら
ず
、
働
く
み
な
さ

ん
の
ト
ラ
ブ
ル
や
心
配
事
の
解
決
に

向
け
、
相
談
員
が
秘
密
厳
守
で
お
答

え
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
と　

き

　

６
月
15
日
（
月
）・
16
日
（
火
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
７
時

※
他
の
日
も
随
時
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
１
２
０
‐
１い

５こ
う

４よ

‐
０れ

ん

５ご
う

２に

※
携
帯
電
話
か
ら
も
可
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

連
合
鳥
取

　

☎
０
８
５
７
‐
26
‐
６
６
０
５

女
性
の
権
利
１
１
０
番

（
弁
護
士
・
相
談
無
料
）

▼
と　

き　

６
月
23
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
内　

容

　

Ｄ
Ｖ
や
離
婚
、
マ
タ
ハ
ラ
・
セ
ク

ハ
ラ
、
子
ど
も
に
関
す
る
問
題
な
ど
、

女
性
に
関
係
す
る
法
律
問
題
全
般
に

関
し
、
鳥
取
県
内
の
弁
護
士
に
よ
る

無
料
電
話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
こ

の
機
会
に
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

▼
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
☎
38
‐
１
７
１
１

※
通
話
料
金
は
か
か
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
弁
護
士
会

　
　

☎
０
８
５
７
‐
22
‐
３
９
１
２

よ
な
ご
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
相
談

　

「
働
く
こ
と
に
自
信
が
も
て
な
い
」

「
仕
事
の
選
び
方
が
わ
か
ら
な
い
」

「
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
」

な
ど
、
今
の
思
い
を
話
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
働
く
こ
と
に
踏
み
出
し
た
い

あ
な
た
、
新
し
い
一
歩
を
一
緒
に
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対　

象

15
歳
か
ら
49
歳
ま
で
の
お
仕
事
を

探
し
て
て
い
る
人
や
そ
の
家
族

▼
と　

き

　

６
月
12
日
（
金
）・
26
日
（
金
）

　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

※
予
約
の
人
を
優
先
し
ま
す
。

▼
と
こ
ろ

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー　

研
修
室

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

よ
な
ご
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

☎
21
‐
５
６
７
８

■y
o
n
a
g
o
.sa
p
o
@
ro
u
ky
o
u
.o
r.

jp

Mail

相相 

談談
FAX

Mail

市報さかいみなと　14



地域包括支援センターからのお知らせ

　◆◆　声のかけ　愛　キャンペーン　◆◆

　新型コロナウイルス感染症の予防のため、仲間と出会うことができなくて、気持ちが落ち込みやす

くなりがちです。

　そこで身近な仲間同士、電話やメール、手紙、絵手紙などを出してみてはいかがでしょう？

　こんな時だからこそ、体調を気遣う言葉や、お互いに元気になる言葉など、声のかけ愛（合い）が

大切ですね。

【申し込み・問い合わせ先】　長寿社会課　地域包括支援センター　☎４７－１１３１

◆老人福祉センター（浜の里）で実施している、家族のつどい、おれんじカフェさかいみなとおよび
　はまカフェは、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止となっています。
　再開する時期は、ホームページ、ちらし等でお知らせします。

 
 
 

15　令和２年６月



子育て
ひろば

お子さんの誕生月 参　考

１回目 令和２年1～３月 出生月の３～５カ月後

２回目 令和元年１０～１２月 出生月の６～８カ月後

３回目 令和元年７～９月 出生月の９～11カ月後

認定こども園　美哉幼稚園
※新型コロナウイルス感染症対策として交流会、園庭、

　絵本館の開放を中止しています。

▼問い合わせ先　美哉幼稚園　☎４２－２８３９

　内容についての詳細は、各施設に直接お問い合わせく

ださい。

　記事中に特に明記がない場合、会場は問い合わせ先と

同じです。

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、

　掲載しているイベントや行事等が中止や延期となる場

　合があります。

　詳しくは、記載の問い合わせ先へご確認ください。

聖心幼稚園 にこにこひろば
　未就園児・在園児親子を対象に下記の催しがあります。

【園庭開放】

▼と　き　◇平　日　午前１０時～正午

　　　　　◇土曜日　午前９時～正午

※園舎の開放は、新型コロナウイルス感染症対策として

　中止しています。

▼問い合わせ先　聖心幼稚園　☎４２－２０４０

子育て世帯への臨時特別給付金
　新型コロナウイルス感染症の影響を受けている子育て世

帯の生活を支援するため、児童手当の受給世帯に対し、臨

時特別給付金を給付します。

▼給付金額　１５歳以下（平成１６年４月２日～令和２年

　　　　　　３月３１日生まれ）の児童１人につき１万円

▼対象者　令和２年３月３１日時点で、境港市の住民基本

　　　　　台帳に記録されている人

▼所得制限　特例給付該当者（所得が基準を上回る人）は、

　　　　　　給付対象外です。

▼申請手続　手続きは不要です。児童手当を給付している

　　　　　　口座に振り込みます。（公務員を除く）

▼辞退について

　給付を辞退したい場合は、６月１５日（月）までに辞退

の手続きしてください。様式は市ホームページからダウン

ロードできます。

▼給付時期（予定）　６月末（公務員を除く）

▼問い合わせ先　子育て支援課児童係　☎４７－１０４６

歯科検診・フッ素塗布
▼対　象

　実施日に概ね１歳９カ月～２歳９カ月未満の幼児

▼条　件

　前回フッ素塗布してから３カ月以上空いていること

※年に１～２回実施可能。初回の人を優先します。

▼と　き　６月１６日（火）午後１時～２時３０分

　　　　　（受付　午後０時５０分～）

※事前申し込みが必要です。

▼ところ　保健相談センター

▼内　容　歯の染めだし、歯みがき指導、フッ素塗布

▼持ち物

　歯ブラシ、コップ、タオル１枚、母子健康手帳

※汚れてもよい服装で参加してください。

▼募集人数　２０人

▼申込期限　６月１２日（金）

▼申し込み・問い合せ先

　健康推進課保健係　☎４７－１０４２

おむつ利用券のご案内
　１歳未満のお子さんを対象に、３カ月毎におむつ利

用券（１回の申請につき３０００円分）を交付してい

ます。６月の対象者は下記のとおりです。

※お子さんの誕生月が令和元年７月、１０月、令和２

　年１月の人は、６月３０日（火）が申請期限ですので、

　ご注意ください。

▼申請に必要なもの　◇母子手帳

　　　　　　　　　　◇印章（初回の人のみ）

▼申請・問い合わせ先

　子育て支援課育児支援係　☎４７－１０７７

妊活相談～お子さんを希望される人の相談日～

　これから妊娠・出産を考えておられる人に、専門の相談

員（不妊カウンセラー）による相談日を設けます。

　妊娠・出産に関わること、避妊方法や不妊治療など、知っ

ておきたい内容などについて相談できます。

▼と　き　６月１４日（日）午前９時～正午

▼ところ　保健相談センター

▼相談担当者　飯塚敏子さん（ミオ・ファティリティ・ク

　　　　　　　リニック　不妊カウンセラー）

※事前予約の人を優先します。

【不妊治療費等助成のご紹介】

不妊治療を受ける場合に経済面のサポートもしています。

▼対　象　不妊検査および一般不妊治療（保健適用分）、

特定不妊治療、人工受精

▼予約・問い合わせ先

　健康推進課保健係　☎４７－１０４１

市報さかいみなと　16



　　

☆おはなし広場 絵本やお話を楽しみませんか。妊婦さんの参加もお待ちしています。

▼問い合わせ先　生涯学習課生涯学習係　☎４７－１０９１

☆乳幼児健康診査・相談の日程
内　容 と　き 対　象 会場・問い合わせ先

６カ月児
健康診査

現在、調整中です。対象者には決定次第、ご案内します。
健康推進課
　☎47－ 1042

※母子健康手帳を
　持参してください

会場
　保健相談センター

１歳６カ月児
健康診査

３歳児
健康診査

妊産婦・乳幼児
健康相談

8月 4日（火）

9:30～ 12:00
（受付 10:30 まで）

妊産婦・乳幼児と保護者

離乳食講習会
（5～ 8カ月児）10:00 ～ 10:40
（9カ月～1歳 6カ月児）

10:50 ～ 11:30

５カ月～１歳６カ月児と
保護者

子育て相談

毎日　8：30～ 17：15
※こども支援センター「きらきら」は、
　土・日曜日・祝祭日を除く
※地域子育て支援センター「ひまわり」は、
　木曜日を除く

乳幼児と保護者

「きらきら」

　☎45－ 0116

「ひまわり」

　☎21－ 8103

児童手当・特例給付現況届
　児童手当の受給者は、毎年６月に現況届の提出が

必要です。

　現況届は、６月分以降の児童手当等を引き続き受

け取る要件（生計同一関係など）を満たしているか

どうかを確認するための大切な書類です。

　提出がない場合、６月分以降の手当てが受けられ

なくなることがあります。

▼手続方法

　５月末に郵送した現況届に、必要事項を記入し、

同封の返信用封筒で郵送してください。

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、

　原則として郵送での提出をお願いします。

※受給しているのに現況届が届かない場合は、お問

　い合わせください。　

▼提出期限　６月３０日（火）

▼問い合わせ先

　子育て支援課児童係　☎４７－１０４６

内　容 と　き ところ

絵本とおはなしの部屋
（おはなしポケットの会）

毎月第１土曜日 14：00～ 15：00 市民図書館

毎月第３金曜日 11：00～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

絵本と紙しばいを楽しむ会
（朗読なぎさ会）

毎月第２土曜日 14：00～ 15：00 市民図書館

毎月第１金曜日 11：00～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

おしゃべりたんぽぽおはなし会
（おしゃべりたんぽぽ）

毎月第３土曜日 14：00～ 15：00 市民図書館

毎月第４金曜日 11：00～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

親子で絵本を楽しむ会
（境港親と子どもの劇場）

毎週水曜日 11：00～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

子育てワンストップサービス
をご存じですか？

　マイナンバーカードを使って、ネットで子育ての手続

きができます！

▼電子申請できる手続き

　児童手当、保育所申し込み、妊娠届出の一部手続き

※届出の内容により添付書類等が必要な場合があります。

▼用意が必要なもの

◇マイナンバーカード

◇インターネットにつながるパソコンおよびＩＣカード

　リーダライタ（マイナンバーカード対応型）またはス

　マートフォン（マイナンバーカード対応型）

※詳しい手続き方法は、内閣府のウェブサイト「マイナ

　ポータルとは」をご覧ください。

▼問い合わせ先

◇総務課行政係　☎４７－１００７

◇子育て支援課児童係　☎４７－１０４５

◇健康推進課保健係　☎４７－１０４２　

17　令和２年６月



今月の新規・寄贈図書
【一般書】
◇山岳捜査　　　　　　　　　　（笹本稜平）

◇自由というサプリ　　　（いとうせいこう）

◇なぜ支店長は飛ばされたのか　（加藤直樹）

◇誤解だらけの明智光秀　　　　（本郷和人）

◇「いいね！」の魔力　　　　（ゆうきゆう）

◇父、芹沢光治良、その愛　　　（野沢朝子）

◇ワンハンドランチ　　　　　　　（両角舞）

【児童書】
◇都会のトム＆ソーヤ　　（はやみねかおる）

◇ソレルとおどろきの種（ニコラ・スキナー）

◇おんなじだあれ？　　　（しもかわらゆみ）

◇タヌキとキツネ小さなともだち（アタモト）

◇えんそくのおばけずかん　　　　（斉藤洋）

◇10歳までに読みたい世界名作 （全２４冊）

◇見つけてのばそう！自分の「強み」（足立啓美）

　　　　　　　　　　　　　　　計４４冊

☆貸出冊数・期間　　　１人５冊・２週間

市民図書館　☎４７－１０９９

◆開館時間　午前９時３０分～午後６時３０分

　　　　　【土・日・祝日は午後６時閉館】

◆休館日　　毎月第２木曜日・毎月末

◆ホームページアドレス

 http://lib.city.sakaiminato.tottori.jp/

新刊続々　～絶賛貸し出し中～

図 書 館 に 行 こ う ！図 書 館 に 行 こ う ！
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図書館関連 催し物

　つち音響く工事現場では、高さ約２７mの杭を打ち込

む機械が堂々とした姿を見せてくれています。約３カ月

にわたり何百本も打ち込むそうです。また、先日は、工

事の振動から守るための長さ約１３mの矢板が、図書館

横にグッグッと埋め込まれていきました。今は大切な基

礎作りの段階です。

　工事関係者のみなさん、だんだん暑くなる時期です。

体調やけがに気を付けて下さい。

６月の特別展示「サイクリング」
　3月末に、境夢みなとターミナルから日野川河口まで

の「白砂青松の弓ヶ浜サイクリングコース」約１５．８

ｋｍが整備されました。のんびりと自転車に乗ったり、

仲良く親子で走ったりする姿、学校への行き帰りの高校

生などの光景をよく見かけます。

　そこで、今月は、サイクリング・自転車に関した本を

集めてみました。どうぞご覧ください。

市民交流センターの建設に向けて②

お忘れなく！
市 県 民 税（ １ 期 ）
の納期限は

６月３０日（火）
です

・便利な口座振替をご利用ください
・納期限内に納付がない場合、納期限
後２０日以内に督促状を発送します

と　き 催事名 ところ 時　間 入場料・参加費
６月２０日（土）

７月　４日（土）
古典講座「みんなで楽しく『万葉集』を読もう」 上道公民館 14:00～ 無　料

毎月第４土曜日
かみしばいと英語の読み聞かせ

市民図書館
14:30～ 15:00

無　料
大人のための英語多読教室 15:30～ 16:30

ごみの収集・受け入れごみの収集・受け入れ

◎毎月第３日曜日 
　≪家庭系ごみの受け入れ≫
　６月２１日（日）（午前９時～正午）

◎日曜日　粗大ごみ（有料）収集サービス
　６月２１日（日）午前９時～１１時
※希望する場合は、事前に清掃センターに
　ご予約ください。

▼問い合わせ先
　◇清掃センター
　　☎４２－３８０３
　◇リサイクルセンター
　　☎４５－８６２６

市報さかいみなと　18



－境港市の人口－
　　男　：16,350人（＋ 50）
　　　女　：17,452人（＋ 22）
　　合　計：33,730人（＋ 72）
　　世帯数：15,315世帯（＋25）

　※令和２年4月末現在（）内は前月比

　※数値は外国人住民を含みます
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市 民 憲 章

防災行政無線が聞き取りにくいときは

　　テレフォンサービスをご利用ください！

☎０１２０－４４５－０４０
　　　　　　　　　　　（フリーダイヤル）

～市の花・市の木～

きく くろまつ

相談内容 と　き ところ・問い合わせ先

人　権　相　談
老人福祉センターでの６月の特設人権相談は中止します。
人権に関わるご相談は　☎０５７０－００３－１１０　まで
受付時間：月～金曜日 8：30 ～ 17：15

行　政　相　談 6月 12 日（金） 13：30 ～ 15：30

老人福祉センター（浜の里）
（問）鳥取行政監視
　　行政相談センター
☎０８５７－２４－５５４１

法　律　相　談
( 司法書士による )

6 月 10 日（水） 13：30 ～ 15：00
老人福祉センター ( 浜の里 )
（問）社会福祉協議会
　☎４５－６１１６
※法律相談は予約が必
　要です（初回優先）

法　律　相　談
( 弁護士による )

6 月 12 日（金）
6月 19 日（金）

13：30 ～ 15：30

福　祉　相　談 随時相談受付  8：30 ～ 17：00

法　律　相　談
（相続・遺言、
不動産、多重
債務問題など）

6月 18 日（木） 18：00 ～ 20：00

米子コンベンションセンター
（問）鳥取県司法書士会
☎０８５７－２４－７０２４
※前日までに要予約

多重債務・法律
相  談  会

6 月 18 日（木） 13：30 ～ 15：00

米子コンベンションセンター
（問）市消費生活相談室
　☎４７－１１０６
※申し込みが必要です

相続・遺言相談 6月 9日（火） 10：30 ～ 12：30
老人福祉センター(浜の里)
（問）鳥取県行政書士会
☎０８５７－２４－２７４４

家庭児童相談 月～金曜日  8：30 ～ 17：15
子育て支援課
　☎４７－１０７７

青少年相談 月～金曜日  8：30 ～ 17：00
青少年育成センター
　☎４７－５０１０

こころの相談
カウンセリング

6月 22 日（月） 13：00 ～ 15：00
健康推進課
　☎４７－１０４３
※予約制

Ｄ　Ｖ　相　談

◇心と女性の相談担当　☎３１－９３０４
　受付時間：月～金曜日 8：30 ～ 17：15 ※緊急の場合にも対応
◇夜間休日電話相談窓口　☎０８５８－２６－９８０７
受付時間：夜間（毎日 17：15 ～ 8：30）、土日祝（8：30 ～ 17：15）

年金ダイヤル

ねんきんダイヤル（一般的な年金相談）
　☎０５７０－０５－１１６５
（月曜日 8：30 ～ 19：00、 火～金曜日 8：30 ～ 17：15、
  第２土曜日 9：30 ～ 16：00）

予約受付専用電話（来訪相談のご予約）
　☎０５７０－０５－４８９０　（月～金曜日 8：30 ～ 17：15）

（祝日は除く）くらしの相談日くらしの相談日

と　き 催事名 ところ 時　間 問い合わせ先 入場料・参加費

6月 1日（月）
～8月 5日（水）

マンボウ展

※詳しくは、ホームページをご覧ください。

海とくらし
の史料館

9：30～
17：00

海とくらしの史料館
☎44ー 2000

大人 410円
小人 100円

幼児・70歳以上無料

文化 施 設 催し 物 スケ ジュール文化 施 設 催し 物 スケ ジュール

　新型コロナウイルスの感染症の拡大防止の観点から、一部施設に休館や利用制限を実施する場合があります。

　また施設は開館していても、開催を予定していたイベント等が中止や延期となっている場合があります。

　参加される際には、事前にご確認ください。

海とくらしの史料館ホームページアドレス
　http://umikura.com/

境港市文化振興財団ホームページアドレス
　http://sakaiminato-bunka.jp/

※最終入館 16：30
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市役所へのお問い合わせは…
　市役所のどこへ問い合わせたらよいかわからない場合、

お気軽に右記の連絡先にご連絡ください。

　ご用件をお伺いし、担当部署へおつなぎします。

代表電話番号

　☎０８５９－４４－２１１１
代表ファクシミリ番号

　　  ０８５９－４４－３００１FAX

□材料（４人前）
◇ロースハム　４０ｇ
　　　　　　　（４枚）
◇ほうれん草　４０ｇ
　　　　　（１／５束）
◇キャベツ　１００ｇ
　　　　　（２枚程度）
◇しょうゆ　　７．２ｇ
　　（大さじ１／３弱）

◇砂糖　　　　　少々
　　　　　　（０．４ｇ）
◇塩　　　　　　少々
　　　　　　（０．４ｇ）
◇ごま油　　　　２ｇ
　　　（小さじ１／２）

　今回は、学校給食で大人気！『千草あえ』のレシピを紹介

します。

　野菜が苦手な子どもでも、「千草あえは好き」という子も

いる人気の副菜です。学校給食では、ほうれん草、キャベツ、

にんじんを使うことが多いですが、季節に合わせて、白菜、

小松菜、もやし等、様々なバリエーションで作っていただく

こともできます。

　ロースハムの旨味とごま油の香りが、野菜嫌いの子たちで

も野菜をよりおいしく食べることができるようにしてくれま

す。ぜひ、お試しください。

□作り方

①ロースハムは５ｍｍ幅の短冊切り、にんじんは３ｍｍ幅の

　せん切りにしておく。

②ほうれん草、キャベツは熱湯でサッと湯がいた後、冷水に

　取り、水気を絞る。にんじんは熱湯で湯がいた後、ざるに

　上げて水気を切り、冷ましておく。

③②のほうれん草は２ｃｍの長さに切り、キャベツは５ｍｍ

　幅の短冊切りにする。

④ロースハムと野菜をボウルで混ぜ合わせ、しょうゆ、砂糖、

　塩で調味する。

⑤仕上げにごま油を入れて、混ぜ合わせる。

千 草 あ え

【問い合わせ先】
　境港市学校給食センター
☎21－ 2111  FAX 21－ 2112   19学校給食レシピ学学今月

の

特別定額給付金の申請書は届きましたか？
５月１４日（木）に、特別定額給付金（国民一人につき、１０万円の給付）にかかる申請書の発送を行いました。

▼給付対象者　令和２年４月２７日（基準日）時点で、住民基本台帳（住民票）に記録されている人　※１

▼受給権者　給付対象者の属する世帯の世帯主　※２

▼申請受付期限　８月１７日（月）消印有効

▼申請方法　郵送された申請書を返送する方法、マイナポータルによる方法（電子申請）

▼問い合わせ先

◇申請書が届かない時や書き方などに関すること　境港市役所　特別定額給付金担当　☎２１－０５５１

◇特別定額給付金の制度全般に関すること　総務省　特別定額給付金コールセンター　☎０１２０－２６００２０

◇マイナポータルの操作方法等に関すること　マイナンバー総合フリーダイヤル　☎０１２０－９５－０１７８

※１　基準日以前に住民票を消除されていた人で、基準日において、日本国内で生活していたが、いずれの市区町村の住

　　民基本台帳にも記録されておらず、かつ、基準日の翌日以後初めて境港市の住民基本台帳に記録されることとなった

　　人を含みます。

※２　配偶者からの暴力を理由に避難している人で、事情により基準日以前に現在お住まいの市区町村に住民票を移すこ

　　とができなかった人は、事前の手続きをしていただくと、世帯主でなくとも、同伴者の分も含めて申請を行い、給付

　　金を受け取ることができる場合があります。このことに関しては、子育て支援課育児支援係（☎４７－１０７７）へ

　　お問い合わせください。

申請書は、受給権者となる住民票上の世帯主宛に送付しています。
届いていない人は市役所（☎21-0551）にお問い合わせください。


